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Circulation Model for the Property Market Based on Evolutionary 


























































































































時点 における売り手の集団の戦略分布が（強気 ,弱気 ） 、買い













ここで、売り手の利得を決めるパラメータ の確率密度関数を 、分布関数を とし、









































































3.2　 と 及び との関係
次に、価格上昇（a）と売り手の閾値 買い手の閾値 の関係について考察する。
(1)式より、 なので、地価上昇があると は大きくなり、 の分布は右に歪む。











図 6:　 , の位相図
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ると は大きくなり、 の分布は右に歪む。一方 (2)式より、 なので、地価上昇がある
と は大きくなり、 の分布は右に歪む。したがって、位相図のFとGは図8のように歪む
ことになる。





















図 8: , の分布が右に歪んだときの位相図
図 9: , の分布が左に歪んだときの位相図
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